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幕府の式楽となった幸若舞の雅の世界がかって西田中地区にあったことに思いをいたしましょう！

   幸 若 か わ ら 版  
幸若舞の里づくり会
　事務局　橋本守行
　電話090-7746-8689

　第 ６０号
  令和８年　５月 １日

令和８年度総会開催ご案内
本年度の総会を下記により開催します。なお、今回は総会終了後、打波家に伝わる

幸若音曲台本のうち、「那須与一」などについて、加賀宝生流地謡の渡辺晃三郎師に

よる音声化・口誦を実演します。

記

開催日時 令和８年５月１０日（日）午前１０時～

会 場 越前町生涯学習センター

そ の 他 ・幸若音曲の音声化・口誦 非会員の方も聴講歓迎です。

・当日８年度会費２千円の納入をお願いいたします。

二年ぶり顧問会議開催

二
年
ぶ
り
の
当
会
顧
問
会
議
が
さ
る
四
月
一
〇
日
、
ニ
ジ

ハ
コ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
打
波
顧
問
、
中
嶋

顧
問
、
村
上
顧
問
（
町
学
芸
員
）
、
孝
久
顧
問
（
西
田
中
区

長
）
、
高
松
顧
問
（
町
議
）
の
顧
問
五
名
の
皆
さ
ん
と
児
玉

会
長
以
下
六
名
の
執
行
部
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。

①
朝
日
小
学
校
の
ふ
る
さ
と
学
習
に
「
幸
若
舞
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
現
代
幸
若
舞
入
団
希
望
が
増
加
し
た
。
学
校
活
動

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

②
子
供
は[

料
理
」
や
「
刀
」
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
踊
り

で
も
こ
れ
ら
の
要
素
を
加
味
し
た
ら
ど
う
か
。

③
山
口
先
生
の
「
百
項
」
を
増
刷
す
る
こ
と
は
内
容
に
一
部

議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
現

段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
小
学
生

も
理
解
で
き
興
味
を
示
す
新
た
な

小
冊
子
を
作
成
し
た
ら
ど
う
か
。

④
今
年
は
学
校
副
読
本
の
見
直
し

の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
郷
土

の
歴
史
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
す

る
方
法
も
あ
る
。

⑤
子
供
時
代
に
伝
統
芸
能
を
体
験

す
る
は
大
切
で
、
そ
の
後
の
人
生

に
お
い
て
も
刺
激
と
な
る
。

⑥
現
段
階
で
は
、
幸
若
音
曲
の
復

元
は
困
難
で
あ
る
が
、
能
楽
地
謡

研
鑽
者
の
想
像
力
に
よ
る
音
声
化

は
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
。
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、

天王川改修二箇用水取水口工事 七房橋再架設

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

幸
若
佐
々
生
墓
地
清
掃

昨
年
雨
天
の
た
め
中
止
し
た
佐
々
生
墓
地
の
清
掃

を
、
四
月
一
二
日
二
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
本
年

は
好
天
の
も
と
、
幸
若
ゆ
か
り
の
寺
坂
真
氏
、
打
波

顧
問
の
子
息
夫
人
の
参
加
を
得
て
、
会
員
八
名
を
含

め
て
計
十
人
が
約
二
時
間
積
も
っ
た
杉
葉
の
除
去
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
た
だ
、
町
の
文
化
財
指
定
は

あ
る
も
の
の
、
墓
碑
の
散
乱
な
ど
荒
廃
が
激
し
く
、

対
策
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

副読本に「幸若舞」を！

大川教育長と懇談

さ
る
四
月
十
四
日
、
越
前
町
大
川

教
育
長
と
会
長
お
よ
び
事
務
局
長
と

が
懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

郷
土
学
習
の
一
環
と
し
て
、
越
前

町
で
は
小
学
校
副
読
本
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
本
年
は
十
年
に
一
回
の
見

な
お
し
改
定
の
年
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
教
育
長

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

①
現
在
の
副
読
本
に
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
が
「
幸
若
舞
」
を
卒
業
後
、

誇
り
を
も
っ
て
、
県
外
者
な
ど
に
説

明
で
き
る
よ
う
編
集
す
る
。

②
地
域
に
即
し
た
防
災
学
習
の
た
め
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
地
域
内

を
流
れ
る
「
天
王
川
」
な
ど
の
上
流
や

下
流
の
合
流
点
な
ど
に
つ
い
て
理
解

す
る
。

③
今
後
と
も
、
幸
若
舞
出
前
授
業
の

継
続
実
施
を
考
え
て
お
り
、
学
校
側

の
時
間
確
保
に
つ
い
て
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
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歴史愛好会

現在の保存適塾（大阪）

幸若歴史愛好会は毎月第４火曜日開催です

当面の主な予定
８年度総会 ５月１０日（日）１０時 生涯センター

１面参照

歴史愛好会 ５月１９日（火）１０時 図書館

幸若舞関連展示

まちかど美術館

今年度の文協まちかど美術館の一

環として、「泰澄の杜」ロビーにお

いて、令和８年４月、幸若舞関連資

料のＰＲ展示を行いました。

近代化の先覚者 橋本左内
幸若歴史愛好会開催㉑、㉒

福井県出身適塾入門者 ２５名

幸
若
歴
史
愛
好
会
第
二
一
回

と
第
」
二
二
回
が
、
角
鹿
講
師

の
も
と
「
橋
本
左
内
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
十
名
の
会
員
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

左
内
は
藩
校
・
明
道
館
の
責

任
者
と
な
っ
た
が
、
そ
の
教
育

方
針
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

①
ま
ず
国
学
・
儒
学
を
学
び
、

そ
れ
を
修
め
た
後
、
洋
学
を
学

ば
さ
せ
る
。

②
世
に
完
璧
な
能
力
者
は
い
な

い
が
、
各
職
務
に
適
性
を
持
っ

た
人
材
は
い
る
。
彼
ら
に
最
適

の
任
務
を
与
え
る
の
が
人
材
活

用
の
基
本
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

適
材
適
所
で
、
経
済
社
会
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
そ
の
例
が
、
警
察
制
度
を
創

設
し
た
村
田
氏
寿
や
、
五
箇
条

の
御
誓
文
を
起
草
し
た
由
利
公

正
な
ど
で
あ
る
。

④
幕
末
期
の
政
治
抗
争
に
お
い

て
、
ど
の
党
派
も
天
皇
制
の
廃

止
を
唱
え
て
は
い
な
い
。
ま
た

左
内
も
緩
や
か
な
幕
府
体
制
改

革
論
者
で
、
「
討
幕
論
者
」
で

は
な
い
。
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例会は毎偶数月第２金曜日です

鎌
足
は
、
父
の
御
食
子
の
卿
が
勅
勘
の
よ
っ
て

流
さ
れ
た
常
陸
で
誕
生
し
、
狐
か
ら
霊
鎌
を
授

か
っ
た
。
仕
丁
夫
の
夫
役
で
上
京
し
た
が
、
優
れ
た

資
質
が
認
め
ら
れ
高
官
に
出
世
し
た
。
帝
か
ら
入

鹿
誅
伐
の
密
命
を
受
け
、
養
女
を
入
鹿
に
嫁
が
せ

て
接
近
し
、
重
病
と
称
し
、
入
鹿
夫
婦
を
呼
び
寄
せ

る
。
入
鹿
は
竜
王
と
還
王
の
話
を
思
い
出
し
て
応

じ
な
い
。
春
日
神
社
に
祈
祷
し
て
細
杖
を
授
け
ら

れ
た
鎌
足
は
、
盲
目
を
装
え
と
い
う
示
現
だ
と
解

し
て
、
大
病
で
失
明
し
た
と
触
れ
る
。
入
鹿
は
、
謀

計
だ
と
警
戒
し
て
い
た
が
、
鎌
足
が
一
子
を
囲
炉

裏
の
火
中
に
取
り
落
と
し
て
死
な
せ
た
現
場
を
目

撃
し
て
、
真
の
盲
目
で
あ
る
と
信
じ
心
を
許
す
。
三

韓
の
使
節
来
朝
で
、
廷
臣
が
紫
宸
殿
に
参
会
し
た

場
で
、
鎌
足
は
隠
し
持
っ
た
鎌
で
入
鹿
を
討
っ
た
。

鎌足入鹿を討つ
新日本古典文学大系 岩波書店

「
入
鹿
」

舞
の
本
よ
り

多
田
満
仲
は
、
仏
道
に
帰
依
し
末
子
美
女
御
前

を
寺
に
入
れ
る
が
、
不
本
意
な
美
女
は
悪
行
の
限

り
を
尽
く
す
。
美
女
を
呼
び
寄
せ
て
法
華
経
を
読

ま
せ
た
満
仲
は
、
一
字
も
読
め
な
い
の
を
見
て
激

怒
し
、
家
来
仲
光
に
成
敗
を
命
ず
る
。
仲
光
は
頼

る
美
女
を
見
て
、
我
子
幸
寿
丸
を
身
代
わ
り
に
す

る
。
事
情
を
知
っ
て
自
害
し
よ
う
と
す
る
美
女
を
、

仲
光
は
幸
寿
の
死
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
諭
し
て
、

ひ
そ
か
に
比
叡
山
に
送
る
。
源
信
の
弟
子
と
な
り

研
鑚
を
積
ん
で
円
覚
と
名
乗
っ
た
美
女
は
源
信
と

多
田
を
訪
れ
る
。
北
の
方
の
目
を
祈
祷
で
治
し
た

円
覚
は
、
か
っ
て
の
美
女
で
あ
る
と
名
乗
る
。
満

仲
夫
妻
は
夢
か
と
驚
き
、
仲
光
の
忠
誠
を
謝
し
て

所
領
の
半
分
を
与
え
、
寺
を
建
立
し
て
幸
寿
の
菩

提
を
弔
っ
た
。

円覚祈祷、北の方治癒

新日本古典文学大系 岩波書店

ま
ん

ぢ
う

「
満
仲
」

舞
の
本
よ
り

京福バス福井・西田中線廃止、最終便 ３月３１日


